
                

               

               

              

              

              

              

              

 

中高年で加速する目のリスク 
 

 中高年以降、「白内障」「緑内障」「加齢黄斑変性（かれいおうはんへんせい）」が増加することが知られている

が、特に緑内障は 40 歳以上で 5%、60 歳以上では 10％以上の有病率で、白内障に至っては 50 歳代で 37～

54％、60 歳代で 66～83％、70 歳代 84～97％、 

80 歳以上で 100％の有病率とされているほど 

多い疾患です。 

近視の強い人がなりやすい白内障。 

失明リスク 1 位の緑内障は家族歴に注意！ 
 

 白内障は家族歴などはあまり関係しませんが、近

視が強い人はなりやすい傾向があります。 

一方、失明リスクの高い緑内障について、大鹿教

授は「一生治療し続ける必要がある病気。緑内障は

怖いということを意識してほしい」と話していま

す。検診時点で何もない場合でも、「緑内障」の診断

が家族歴にある場合はこまめに検診を受けることを

お勧めします。少しずつ進行する病気であるため、

自覚できる頃には末期であることが多い疾患です。

ひとたび障害された視神経は回復しません。 
 

進行を遅らせるためには早期発見が重要です。 
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私達、地域包括支援センター西部南の職員もシェイクアウト訓練に参加しました。 
 机の下に避難した後、指定避難所であるコザ運動公園体育館まで歩いて避難。15 分ほどで避難所に到着
しました。落ち着いて避難しているつもりでしたが、実際現場についてからの行動や役割、忘れ物な
ど・・・改めて確認することが多く、貴重な体験になりました。 

沖縄市の防災課は、自然災害や

火災などの防災対策や情報を提

供しています。インターネット

からも確認できます。 



11/19（火）南桃原自治会福祉連絡会のメンバーで、日本赤十字沖縄県支部（那覇市与儀）での防災 

体験ツアーへ参加しました。 

 

 

 

 

 
 
 

赤十字の活動についての説明、炊飯袋を用いた非常食づくり 

体験、救護倉庫見学、ミニ講習会（防災セミナー）がありまし 

た。ミニ講習会では災害への備え（地震からいのちを守る）、 

転倒する家具、落下する・割れる家具、屋外への避難経路など 

について学びました。 

11/4（月）諸見百軒通りローソン隣駐車場にて高齢

者と子どもたちの交流を目的としたイベント諸見里楽

座が開催されました。 

 

 

 

 

 

フラメンコや諸見里子ども会・青年会エイサーなど

のステージ、星槎国際高等学校の手作りピザ、専門学

校日経ビジネスの学生による飲食物販売、キッチンカ

ー。沖縄市民生委員児童委員による金魚すくいは大人

気でした。 

11/14（木）ケア

ハウスてぃんさぐぬ花

にて見守りサポーター

養成講座（第6回ぬち

ぐすい座談会）開催。 
 
今回は「認知症サ 

ポーター養成講座」を開催し 6 名が参加されま

した。講師は、沖縄リハビリテーションセンタ

ー病院 認知症疾患医療センター 安村勝也さ

ん、沖縄市地域包括支援センターの認知症地域

支援推進員 西部北・仲村邦子さん、西部南・宮

城尚美さん。 

11/10（日）久保田公民館にて 

敬老会開催。 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 
山原麗華さんの出張コンサートで笑っ

て、歌って、盛り上がりました。 

11/24（日）南桃原公民館にて敬老会が開催されました。 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 
子ども会エイサー、混声合唱フォレスト、老人クラブ民踊、三線サ
ークル、高齢者の集い（笑い福いの会）、日舞サークル、ダンスサ
ークル（ピーチ）、青年会エイサーがステージを盛り上げました。 

                             

                             

                             

                       
久保田自治会 南桃原自治会 

☆できるところから備えましょう☆ 

家のキケンな場所を確認する。 

家具の固定、棚などの整理をする。 

在宅避難に備えて、備蓄する（見直す）。 


